
ベントタイト®　パイルストッパァ
技術資料

鋼管矢板　継手部の止水性を確保する

鋼管矢板の山留め壁に止水性を付与する際、一般に打設後に継手の排土とモルタル充填を行います。

しかし現場環境によっては、モルタルにクラックが入り漏水を起こすケースが発生しています。

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ顆粒を活用した製品「ベントタイト　パイルストッパァ」は

従来工法でみられたトラブルを解消する新しい工法として注目を集めています。

製造元 総発売元
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特長の製品

ってどんなもの？ベントナイト

パイルストッパァさせる作用に有効をベントナイト

長期安定性の止水性能

パイルストッパァのアウトライン

止水材の鋼管矢板

構造たす果を止水

構造の継手部する推奨

併用のモルタルジャケットとパイルストッパァ施工例◆

採用例◆住之江雨水滞水池築造工事

抜粋の耐水圧試験

ＭＴＳ）顆粒（ベントナイト耐水性

強度のパイルストッパァ

施工手順

採用現場一覧パイルストッパァ採用例◆
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 製品の特長
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施工例:製品の河川・海面での施工例

先行継ぎ手部に、土中～水面まで製品を先行充填し、打設します。後行杭打設終了後に、ＰＰ継ぎ手部

かんごう部の２か所の開口部に５０Ａガス管を当て、気中部で点溶接し、固定します。後行杭とのかんごう

でできる第３室には、現場の砂、砂利あるいは珪砂を充填します。

施工例◆パイルストッパァとモルタルジャケットの併用

砂  利

断面図 平面図

砂  利
5 0 Aガス管
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特許番号：４９１４３３１号

株式会社テクノパウダルトン・株式会社アークアジア・大成建設株式会社・前田建設株式会社・

株式会社奥村組・中林建設株式会社

平成１９年１２月

組込深さ（中）継手位置（出口大）における、漏水試験（Photo.15参照）

圧力（MPa） 時間（min） 漏水 備考 
0.02 60 △ MTS 顆粒のゲル化（最初は若干漏水） 
0.10 - ○ 漏水状態を確認しながら昇圧 
0.20 - ○ 漏水状態を確認しながら昇圧 
0.30 30 ○ ゲルの押出し無（Photo.16）試験片（Photo.17） 

Photo.15　T型継手設置状態 Photo.16　0.30MPaにおける漏水状 Photo.17　試験片

乾燥した顆粒が残存している。
1室目の止水が良い為、3室目の
顆粒まで水が十分に流れなかった
ことが考えられる。2室のゲルも、
従来よりも固め。

Table.5　時間経過

圧力（MPa） 時間（min） 漏水 備考 
0.02 60 △ MTS 顆粒のゲル化（最初は若干漏水） 
0.10 - × 漏水状態を確認しながら昇圧 ⇒ 漏水 
0.02 一晩放置 ○  
0.10 - ○ 漏水状態を確認しながら昇圧 
0.30 60 ○ 漏水無（Photo.27） 

P-P継手における、漏水試験（Photo.26参照）

Photo.26　継手設置状態 Photo.27　0.30MPaにおける漏水状態

Table.9　時間経過

一晩放置

試験5

試験6

1室

3室
2室

PP継ぎ手、PT継ぎ手の見本を製作し、上水と海水とで耐水圧試験を実施しています。

継手部隙間からのゲルの流出防止に、５０Aガス管での閉塞を推奨していますが、

このガス管無しの状態で、耐水圧０．３０MPaの止水性あることを確認しております。

一部を以下に抜粋します。全文が必要な場合はご連絡ください。
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パイルストッパァ

製品

パイルストッパァ

パイルストッパァ
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現場遠景 ２００７年５月 現場遠景 ２００９年３月 

2009年3月 打設中 

2008年10月現場遠景ダム湖の対岸から 2008年12月 打設後水抜き前の状態 

2009年4月 工区内部を掘削中、漏水ナシ 

住之江雨水滞水池築造工事 

杭瀬川多芸島（たげじま）築堤護岸工事 

道央注入工取水口、油仁幹線取水口（川端ダム）    
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